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する形で Microsoft 社の Windows 
































情報の科学と技術 Vol. 53、No. 9、P. 441‐447（2003）17）を改変
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3   事業としてみた電子ジャーナル ̶世界の状況 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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Springer 社の Open Choice40）では
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ナルとして、Journal of Physical 
Society of JapanとJapanese Journal 
of Applied Physics を刊行してい
図表４　科学技術・学術情報流通関係者相関図
科学技術動向研究センターにて作成
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2003 年版では 1,620 だった学会数
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5   日本発の電子ジャーナルおよび情報流通を改善するための提案 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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